検査補助作業委託業務処理要領  
第１　総則
　　　受託者は、この要領に定めることにより、この契約に基づく委託業務を処理するも
　　のとする。
第２　選任届等
　受託者は、委託契約書第５条の規定による業務処理責任者を別記第１号様式により報告するものとする。
　なお、当該届出に当たって、フォークリフトを操作する者は厚生労働省で定める「フ
ォークリフト運転技能講習」、また、ホイストクレーンを操作する者は「クレーンの
運転の業務特別教育」、「玉掛技能講習」等の各修了証の写し（表と裏の両方）を添付すること。
第３　検査補助作業員の職務
　　　検査補助作業員は、別紙「死亡牛ＢＳＥ検査補助業務内容」（以下、同じ）に掲げ　　　る業務を処理するものとする。
第４　報告等
　　１　受託者は、その処理した業務の内容について、検査処理業務記録簿（別記第２号様式）を備え、一日の業務終了の都度、次の内容について記録しておくものとする。
ただし、従業員が２名以上の場合は主任者が記録簿等の記入をすること。
　　（１）主任者及び従事者名
　　（２）網走家畜保健衛生所ＢＳＥ検査室において処理した業務
　　（３）その他記録を必要とする事項
    ２　受託者は、毎月分の実績について、翌月１０日までに委託業務実施報告書(別記第３号様式)により、委託者に報告し、併せて委託者の業務担当員の確認を受けなければならない。
第５　作業場所

　    北海道網走家畜保健衛生所ＢＳＥ検査室（湧別町開盛８４９－１）

第６　作業日及び作業内容

　　　月曜日、水曜日及び金曜日は北海道網走家畜保健衛生所ＢＳＥ検査室の開庁日となることから、別紙の１に定める業務を行うこととし、火曜日、木曜日及び土曜日は閉庁日となるため、別紙の２に定める搬入対応等を行うものとする。ただし、開庁日が祝日の場合は閉庁日の業務を行うものとする。また、日曜日及び年末年始（12月31日から１月３日）は休業日とする。

　　　なお、事情により開庁日、閉庁日及び休業日に変更が生じた場合は、あらかじめ委　　　託者と受託者で協議の上、対応を決定することとし、この場合においても委託料の変　　　更は行わないものとする。
第７　作業時間

　　１　開庁日の作業時間は原則９時から１７時で、そのうち１２時から１３時は休憩時　　　　間とする。

　　２　閉庁日の作業時間は死亡牛の搬入対応等に係る実時間とする。

第８　その他

　　１　家保職員が不在の時間に作業を行う場合は、安全には十分注意を払い、受託者が　　　責任を持って作業を実施すること。

    ２　借用した鍵は慎重に取り扱い、作業を遂行するために必要な時間と場所に限って　　　使用すること。

　　３　この要領に定めのない事項については、委託者と受託者が協議の上、実施するも　　　のとする。
別紙（検査補助作業委託業務処理要領の別紙）

死亡牛ＢＳＥ検査補助業務内容
１　開庁日

	区　分
	内　容

	 １

	死亡牛死体収容容器を準
備する
	フォークリフトを操作し、採材棟の採材室に収容容器を置く

	 ２
	死亡牛の受入
	死亡牛搬送トラックを誘導する

	 ３

	死亡牛の受付

	個体番号の確認等、受付業務の補助を行うと共に前肢に合札番号を装着する

	 ４
	死亡牛を容器へ収容する
	牛の死体等をホイストクレーンで吊り上げ収容容器へ納める

	 ５

	後頭部の切開

	ホイストクレーンを利用し、頭部を吊起、後頭部と第一頸椎間を切開し大孔を露出する

	 ６
	延髄採取補助
	防疫員の延髄採取を補助する

	 ７

	保冷庫へ死体を収納する

	収容容器に死体を静置し、フォークリフトで保冷庫に搬送し、収容する

	 ８

	保冷庫からの搬出

	ＢＳＥ陰性牛の個体確認について防疫員を補助し、フォークリフトを用いて死体収容容器を搬出する

	 ９

	死体収容容器の洗浄消毒

	死体を受け渡し後、収容容器を高圧高温洗浄機で洗浄、消毒すると共に、番号札の回収、容器の返納等を行う

	 10
	衛生管理
	採材場所の洗浄、消毒、器材の消毒、着衣の洗浄を行う

	 11
	機械の点検
	フォークリフト、ホイストクレーン等の機械点検を行う

	 12

	その他

	収容容器の管理、保冷庫内の温度管理、衛生管理、安全管理等、その他必要事項について、防疫員の指示に従う


２　閉庁日（搬入対応等）

	区　分
	内　容

	 １

	受入体制を整える
	死亡牛の受入体制を整え待機する

	 ２
	死亡牛の受入
	死亡牛搬送トラックを誘導する

	 ３

	死亡牛の受付

	個体番号の確認等、受付業務の補助を行うと共に前肢に合札番号を装着する

	 ４
	死亡牛を容器へ収容する
	牛の死体等をユニッククレーンで吊り上げ収容容器へ納める

	５
	保冷庫へ死体を収納する
	収容容器に死体を静置し、フォークリフトで保冷庫に搬送し、収容する

	 ６
	機械の点検
	フォークリフト等の機械点検を行う

	 ７

	その他

	収容容器の管理、保冷庫内の温度管理、衛生管理、安全管理等、その他必要事項について管理を行う


　※年間予定数量　約３８０頭

［受託者の条件］
１　フォークリフトを操作する者は、厚生労働省で定めるフォークリフト運転技能講習を修了している者、また、ホイストクレーンを操作する者は、厚生労働省で定める玉掛技能講習、及びホイストクレーン(５ｔ未満)特別教育を修了している者を配置すること
２　牛の死体等をホイストクレーンで安全に吊り上げ、移動、吊り降ろし、後頭部と第一頸椎

間を解剖刀を使って切開する技能を有する者を配置すること
３　防疫員の指示により、祝日等に従事できる者を配置できること

　　
（別記１号様式）
業務処理責任者及び検査補助作業員選任届
　　年　　月　　日　
　北海道オホーツク総合振興局長　　様
　　　　　　　　　　　　　　　 受託者　住　所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 氏　名　　　　　　　　　　　　　　　印
　　　　　年　　月　　日契約の検査補助業務について、次のとおり業務処理責任者及び検査補助作業員を選任したので、届け出ます。
記
１　業務処理責任者
２　検査補助作業員
	職　　名
	氏　　　名
	年　齢
	住　　　　　　所

	主任者
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


（別記２号様式）
検 査 処 理 業 務 記 録 簿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　検査補助作業員
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所　　属
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　職・氏名
	月　　日
	曜日
	処　理　業　務　の　内　容

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


（別記第３号様式）
委　託　業　務　実　施　報　告　書
　　　　　　　月分　
	月　　日
	曜日
	従事者名
	業務の内容

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


　　　　
年　　月分の検査補助業務について、上記のとおり実施したことを報告します。
　　　　　年　　月　　日
　北海道オホーツク総合振興局長　　様
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住　所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　名　称
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者職・氏名　　　　　　　　　　印
次のとおり実施したことを確認する。
　　　　　年　　月　　日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所　属
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　業務担当員職・氏名　　　　　　　　印

